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第 16回白梅保育セミナー
いま保育に問われていること
激動の時代の中で保育の新しい可能性とあり方を探る
～学び，ささえ，つながりあう保育をめざして～
2010 年 12 月 5日（日）
全体会の様子
　「第 16 回白梅保育セミナー　いま保育に問わ
れていること」は，「激動の時代の中で保育の新
しい可能性とあり方を探る～学び，ささえ，つな
がりあう保育をめざして～」をテーマに開催され
た。午前中は，このテーマによる汐見稔幸学長に
よる講演が行われた。
　講演においては，「学力低下がいわれるが，学
力として人間のどういう力が想定されているの
か」が問題ではないか。そして「学びの協同性」
や「学びの過程」などの重要性があることも示さ
れた。こうしてみると「保育園，幼稚園での子ど
もの学び」「子どもの体験の質」が人間としての「知
性の原点」になるのでは，といった視点を提起さ
れ，新たな保育の可能性，保育のあり方について
考え合うことができたといえる。
分科会の設定について
　今回の保育セミナーは，新指針・要領以後，問
われている「保育の質」の向上という課題を視野
に，参加者とともに実践のあり方を深く，広くみ
つめていきたいと企画された。午後は，この趣旨
にもと，以下の４つの分科会を設け，討議が行わ
れた。
（１）保育実践のプロセスをみつめる―「描く・
つくる・遊ぶ」をとおして，子どもの育ちを考え
る―
（２）保育の専門性を生かした保護者支援の方法
を学ぶ　―新しく保育士養成課程に加えられた保
育相談支援とは―
（３）地域にネットワークをつくる―ささえあ
う，保育者だけで抱えこまない―
（４）これからの特別支援保育・支援教育―発達
相談を活かす―
（文責：近藤幹生）
各分科会の報告
分科会（１）
「保育実践のプロセスをみつめる―「描く・つく
る・遊ぶ」をとおして，子どもの育ち」
企画：近藤幹生（白梅学園短期大学保育科准教授）
コメンテータ ：ー花原幹夫（白梅学園短期大学教授）
実践報告者：丸田唯（白梅学園大学附属白梅幼稚園教諭）
　この分科会では，一つの実践報告をもとにしな
がら，実践のプロセスをくわしくみつめることに
した。ともすれば，保育において，いかに見せる
かということが強調されがちだが，幼児の活動の
一つ「描く，つくる，遊ぶ」実践に焦点をあてな
がら，子どもの育ちについて考え合う機会とした。
　実践報告では，4 歳児クラスにおける「空き箱
による動物づくり」「動物で遊ぶ」をテーマとし
て写真などを示しながら，具体的な保育の展開が
示された。討議を経た参加者からは，「事例から
掘り下げて話し合えてよかった」「新しいアプロー
チであった。遊びの発展が具体的にわかった」な
どの声があった。また，今後にむけて「３歳未満
児を視野に入れた保育実践も議論したい」という
要望も寄せられた。コメンテーターからは，「つ
くったりする行為の本質は楽しさ」であること，
あそびを通しての育ちを考える意義などが整理さ
れた。参加者のアンケート等も踏まえると，今後
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の分科会として，継続的に保育内容の表現分野の
実践に焦点をあてながら，幼稚園・保育所での実
践を交流していく機会をかさねていくことも考え
られると思う。
（文責：近藤幹生）
分科会（２）
講演「保育の専門性を生かした保護者支援の方法
を学ぶ―新しく保育士養成課程に加えられた保育
相談支援とは―」
企画：松永静子（白梅学園大学こども学科　准教授）
講師：柏女霊峰（淑徳大学 ･ 大学院　教授）
　今保育現場では子育て ･ 子育ちの保護者の問題
が大きな課題となっている。改定された「保育所
保育指針」では「保育の専門性を生かした保護者
支援」の必要性が明記され，２３年度に保育士養
成課程では「保育相談支援」という科目も導入さ
れる。そのためこの分科会では「保育相談支援と
は？」と，その支援の意味，定義など基本的な知
識を，いくつかの事例を通して解説され，学ぶ内
容となった。「保育相談支援」は，従来保育士が
もつ固有の保育技術を基盤にしており，それらを
支援技術として可視化し，いづれは体系化してい
く必要性もあるということであった。保育士は，
これまでも日々の保育の中で子どもを通した支
援，送迎時の保護者との会話を通した支援，保護
者の相談の助言，ハイリスクの家庭への支援など
様々な場面で保育技術を用いながら支援を行って
きた。これらを明確化し，支持，承認，助言，情
報提供，行動見本などの提示，体験の提供を行な
うなどの技術として展開するのが保育相談支援で
ある。参加者からは「自分たちがやってきたこと
を認めてもらえた気がする」「改めて整理しても
らった，自信につながる」などの感想が多く出さ
れていた。しかし保育園，幼稚園の現場では，親
子や家庭の問題がますます深刻化し，保育相談支
援の域を超え，地域の専門機関と連携し，ソーシャ
ルワークとして展開する場合も少なくない。保育
相談支援は保育士しての支援の限界も熟知するこ
とが必要となり，改めて保育士の立ち位置を認識
できることになる。また保育相談支援を学ぶこと
は保育技術をもとに相談支援の技術を高めていく
ことになり，保育の専門性の向上につながる。
「様々な事例を通した保護者支援のスキルを学び
たい」「支援の実践を具体的に学びたい」など参
加者からの要望も出て，今後の検討課題となっ
た。最後に，柏女氏は政府がすすめている「子ど
も ･ 子育て新システム」の検討会のメンバーであ
り，会の冒頭に検討会の最新の情報提供，解説し
ていただいたことも付記しておく。
（文責：松永静子）
分科会（３）
「地域ネットワークをつくる―ささえあう，保育
者だけで抱えこまない」
企画：長谷川俊雄（白梅学園大学子ども学科教授）
　保育を取り巻く環境は，低所得・貧困・子育て
不安，発達・健康問題，社会的孤立など，子ども
と保護者が直面する生活課題が山積している。そ
れらを軽減・解決するためには，保育者自身が担
うことは当然であるが，保育者だけが抱え込んで
対するだけでは十分ではない。地域の関係機関や
社会資源と連携・協働・ネットワークを育みなが
ら，わかちあいながら生活課題に向き合う視点と
方法を講義と演習をとおして検討した。
　講義（長谷川）は「誰のために，何のために，
どのようにネットワークをつくるのか～保育者に
求められる保護者支援の地域展開をはかるために
～」のタイトルのもと，保育所の現代的意義と価
値を「生きるちから」「つながり」を育む場所と
して位置づけることができると指摘した上で，保
護者（家族）支援を実践するために必要となる大
切な視点を提起した。さらに，地域に連携・協働・
ネットワークを構築・運営していく際に求められ
ている視点と方法，とくに関係機関との対等性と
相補的関係性やプライヴァシーの取り扱い方の留
意点について強調した。
　演習は，保護者と取り巻く環境との関係性をビ
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ジュアルに把握できるマッピング・スキルの一つ
である「エコ・マップ」の作成を参加者全員で取
り組んだ。A4・2 枚の保護者とその家族の仮想
事例の情報を 1 枚の図として表現することを，グ
ループ・ファシリテーターの役割をもったゼミ学
生（3 年生）10 名が参加者をサポートしながら
エコ・マップを完成させた。最後に，エコ・マッ
プの描き方，読み取り方，意義などを説明した。
　参加者の感想のなかには，ソーシャルワークの
技法を体験的に学ぶことができたことに対する評
価が多く，次いで講義と演習という配分で分科会
が持たれたことを評価している。
　保育を取り巻く現代的課題に対してソーシャル
ワーク・アプローチの新鮮さと有効性を届けられ
たものと思う。
（文責：長谷川俊雄）
分科会（４）
「これからの特別支援保育・支援教育―発達相談
を活かす―」
企画：堀江まゆみ（白梅学園大学発達臨床学科教授）
　最近の保育現場では，発達障害の子どもたちへ
の支援が重要なテーマになっている。いわゆる
「気になる子」であるが，最近では保育士の発達
障害への理解―幼児期のアスペルガー症候群，学
習障害の行動特徴など－の理解が進み，担任する
子どもの遅れや課題に早くに気がつく場合が増え
てきている。そうであっても保護者が保育士と同
じように遅れや課題を認識し受容してくれるとは
限らず，それを含めて保育現場での発達相談を比
較的身近に専門的に行える機関（本学の発達・教
育相談室など）への期待は大きい。相談に期待す
る内容は，①発達障害の子どもたちの幼児期の特
徴の理解，②気がついたときにどう保育者に伝え
るか，③行動の意味がわかりにくいときに（いわ
るパニックなど）どのように対応したらいいか，
④アスペルガー症候群や学習障害の子どもたちの
ように自己認知が可能な（できないことを自覚し
てしまう）子どもたちに，どのように「自分のあ
り方」を伝えればいいか，などの課題が出された。
　当日会場には，保育士をはじめ，地域の相談セ
ンターで発達障害の相談を担っている心理士，お
子さんが発達障害の診断を受けた保護者，大学の
相談室など，発達障害の保育や相談をめぐる当事
者と保育・専門スタッフが同じテーマで議論検討
できたことは有意義であった。
　最近は「診断前発達支援」の考え方が重要であ
ると指摘されている。発達障害は障害のわかりに
くさから，確定診断を得るまでは時間を要する場
合がある。可能な限り早期から専門的な支援を行
うことが子どもの発達支援の観点からも大切と考
えられ，障害があると明確な診断ができないケー
スや，親が障害があることに気付き適切に対応で
きていないケースなど，「気になる」という段階
から親子を支援すべきである，という考え方であ
る。このため，障害児の専門機関が保育者や親子
にとって身近な敷居の低い場所に出向いて行った
り，障害の確定診断前から発達支援サービスを体
験的に利用できるようにしたりするなどの取組を
進めていくべきである。本学の発達・教育相談室
はこの役割を担えるように今後も現場と連携して
いきたいと考えている。
（文責：堀江まゆみ）
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